
第１学年・国語

月 年間学習目標

【国語への関心・意欲・態度】

【話す・聞く能力】

【書く能力】

【言語についての知識・理解・技能】
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話す・聞く，書く，読む，言語事項については，発言の回数や内容，ノートやプリント，作文・感想文・日記，単元ごとに行うテストや小テ
スト（漢字･音読）などにより評価する。学習の過程も評価する。

子どもたちの言語感覚を育てたり豊かな心を育てたりすることからも親子読書（読み聞かせ）を推奨する。

家庭学習は語句の練習などを中心にほぼ毎日出し，家庭学習の習慣化を図るとともに語句の確実な定着を図る。

進んで話し，意欲的に聞く力をつけるために話し方・聞き方・発表の仕方をていねいに指導する。

反復練習によって音声・文字・ことば・文や文章・言葉遣いなどの国語についての基礎的なことがらを身につけさせる。

学習したことがらが生活に結びつき，言語感覚が豊かになるよう，ことばの力を高める表現活動（書く・話す・聞く）を取り入れる。

学び方を身につけさせるためにめあてや学習計画を大切にするとともに，子どもたちの興味・関心を大切にして様々な学習形態を取り
入れる。

国語への意欲・関心・態度は学習中の活動の様子や，発表などで評価する。
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学習方法
（家庭学習）

など

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《はないっぱいになあれ》

評価について

306年間授業時数

5、おはなしのすきなところをはっぴょうしよう

音読（本読み）は国語学習の基本であり，より多くの人からの肯定的評価が意欲の継続につながるように家庭の協力を求める。

・むかしばなしをたのしもう

・「じゃんけんやさんを」ひらこう

・かたちのにているかん字
・ことばあそびをしよう
４、いろいろなやりかたをくらべてかんがえよう

・まとめてよぶことば

・たのしかったね、1年生 ・かたかなのれんしゅう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《歯がぬけたらどうするの》

国語に関心を持ち，進んで話したり，興味を持って聞いたりす
る。また楽しく書いたり，楽しんで読書したりしようとする。

聞く人に伝わるように経験したことなどについて，順序に気をつ
けながら話す｡また，大事なことを落とさないで聞く。
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授業の工夫
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３、いろいろなおはなしをよもう　 　《おとうとねずみチロ》

・日づけとよう日をおぼえよう

書かれていることがらの順序や場面の様子などに気付きなが
ら読む。

経験したことや想像したことなどについて，順序がわかるように
語や文の続き方に注意して文や文章を書く。
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音声，文字，語句，文や文章，言葉遣いなどの国語についての
基礎的なことがらについて理解する。
書写では，姿勢や用具の持ち方を正しくし，点画の長短，接し
方や交わり方などに注意して正しい筆順で文字を書く。
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・あめですよ
・みんなにつたえよう
・ことばあそび
・ぶんをつくろう

・ふたとぶた
・ねことねっこ
・あひるのあくび

・かいがら
・「はへを」をつかってぶんをつくろう

・よんでねきいてね
・いしやといしゃ
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平成２４年度年間授業計画（シラバス）

学習内容（単元）

・みつけたよ
・ほんがたくさん
・あいうえおのうた

・はきはきあいさつ
・じをかこう

・おばさんとおばあさん
・こえのゆうびんやさん
・どうやってみをまもるのかな
・こんなことをしたよ

・きいてつたえよう
・かんじのれんしゅう

・あるけあるけ/木
・かぞえうた
・おもいだしてかこう
・かんじのはなし

・かたかなをかこう

・わたしのはっけん・かんじれんしゅう

・おおきなかぶ
・ほんはともだち
・えにっきをかこう 　

・はなしたいな　ききたいな

１、おはなしをたのしんでよもう 　  《サラダでげんき》

２、のりもののことをしらべよう　  　《いろいろなふね》

・「すきなものクイズを」をしよう
・じゅんじょよくかこう


